
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 第５回県政参画電子アンケート 

「公立鳥取環境大学第３期中期目標（素案）」に関するアンケート 

結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「公立鳥取環境大学第３期中期目標（素案）」に関するアンケート 

〇実施期間  令和 5年６月３０日～７月１０日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   7５４名 

〇回答数    ４３５名(回答率 ５７．６９％) 

 

２ 目的・概要 

公立鳥取環境大学は、「人と社会と自然との共生」の実現に貢献する人材の育成と創造的な学術研究

を行うことを基本理念とし、平成１３年４月の開学後、平成２４年４月の公立化を経て、教育内容の充実

を図るとともに、地域と連携した取組を進めてきました。 

大学の運営にあたって、設立団体である鳥取県及び鳥取市は、大学の業務運営に関する目標（中期

目標）を６年ごとに策定することとなっており、この度、令和６年度からの第３期中期目標の策定を進め

ているところです。 

このことについて、第３期中期目標（素案）や、公立鳥取環境大学についてのご意見を伺うため、アン

ケートを実施しました。 



＜第３期中期目標（素案）＞ 

 

 

 

 

 



【問１】公立鳥取環境大学では、県内で様々な取組を行っています。今後も続けてほしい取組や新たに実施して

ほしい取組はありますか。上位 3つを選択してください。 

 

【問１－１】最も続けてほしい取組や新たに実施してほしい取組 

 

【問１－２】２番目（（１）の次）に続けてほしい取組や新たに実施してほしい取組 

  



【問１－３】３番目（（２）の次）に続けてほしい取組や新たに実施してほしい取組 

  

【問２】公立鳥取環境大学の令和 5年度の入試実施状況は志願倍率 4.3倍、入学定員充足率は 106.7%で、

目標である 100%を上回りました。一方で、県内入学率は 23.4%で、目標である 25%を下回りました。今

後、県内出身の学生に選ばれる大学となるために特に効果的な取組は何だと思いますか。当てはまるものを１

つ選択してください。 



【問３】公立鳥取環境大学の令和 4年度の就職率は 98.7%と高い数値である一方、県内就職率は 21.5%

で、年々上昇しているものの、目標である 30%を下回りました。今後、県内就職率を増加させるために、設置

団体である鳥取県や鳥取市及び県内企業と連携して取り組みますが、公立鳥取環境大学としては特に何に取

り組むべきと考えますか。当てはまるものを１つ選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問４】公立鳥取環境大学が今後力を入れようと考えている取組で、特に重要だと思うものは何ですか。上位 3

つを選択してください。 

 

 

 

【問４－１】最も重要だと思う取組 

 



【問４－２】２番目に重要だと思う取組 

 

【問４－３】３番目に重要だと思う取組 

【問５】第３期中期目標（素案）や、公立鳥取環境大学の今後の取組について、ご意見があれば教えてください。 

 

※自由記載のため省略 


